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は
じ
め
に

　

昨
年
度
十
月
に
大
英
博
物
館
に
て
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「Shunga sex and 

pleasure in Japanese art

」
は
大
英
博
物
館
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
調
査
が
す
す
め
ら
れ
た
。
展
覧
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
関
係
者
か
ら

報
告
さ
れ
て
い
る（
１
（が
、
以
上
の
よ
う
な
長
期
的
な
調
査
の
中
で
、
春
画
、
春
本
に
注

目
が
集
ま
り
、
新
た
な
資
料
、
も
し
く
は
知
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
所
在
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
資
料
な
ど
が
次
々
と
発
掘
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
高
く
評
価
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
春
画
、
春
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
資
料
調
査
を
き
っ
か
け
と
し
て
披
見

で
き
た
役
者
似
顔
春
本
の
中
か
ら
、
初
代
豊
国
が
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
会
本
恋

の
楽
室
』
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
春
本
は
近
世
の
呼
び
名
に
従
っ
て
「
え
ほ
ん
」、

も
し
く
は
「
え
ん
ぽ
ん
」
と
す
る
の
が
適
切
か
と
思
わ
れ
る
が
、
過
去
の
論
の
な
か

で
春
本
を
す
で
に
用
い
て
お
り
本
稿
も
そ
れ
に
関
連
し
て
執
筆
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
て
、
あ
え
て
引
き
続
き
春
本
と
記
載
し
て
い
く
こ
と
を
は
じ
め
に
お
断
り
申
し

上
げ
る
。

要旨
　初代豊国の役者似顔春本『会本恋の楽室』は、林美一氏によって挿絵の二図のみ
が紹介されているが、詳しい内容については知られていなかった。立命館大学アート・
リサーチセンターのプロジェクトを通してヨーロッパ個人コレクションがデジタル
化され、最近になって全ての挿絵が閲覧できるようになった。本稿では以上の経緯
を踏まえ『会本恋の楽室』の成立背景を整理しながら、春本と役者絵本、また役者
の素顔を描いた日常図との関連を考察する。『アート・リサーチ』12 号で役者似顔春
本としては最初の出版物にあたる春章、重政画の『姿名鏡』を考察したが、本書は
同形式で描かれており、『姿名鏡』と本書との共通点を見出すことによって、前期役
者似顔春本の特徴について考えていきたい。

abstract
 This article introduces the shunpon (erotic book) Koi no gakuya (Backstage 
love) illustrated throughout with ‘actors’ likenesses’ (yakusha nigao) by Tokyokuni I. 
Hitherto the contents of this book have been virtually unknown. We only had access 
to two images from it, which were published by the shunga scholar Hayashi Yoshikazu. 
Recently, a European book collector acquired copies of this book in Japan and England. 
His copies have been digitized and may now be accessed and studied in their entirety 
through the open-access book image database maintained by the Ritsumeikan University 
Art Research Center. 
 In a previous article I discussed the earliest actor shunpon, Shina kagami (Mirror 
of Actors) of c.1772 illustrated by Shunshō (Art Research vol. 12). Koi no gakuya is in 
the same style as Shina kagami. In each case, these books complement the artist’s other 
publications.  
 This paper, I will establish the publication background of Koi no gakuya, and 
highlight the similarities between Shina kagami and Koi no gakuya. This will help us to 
understand the role of actors’ shunpon in the world of early 19th -century actor books. 
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役
者
似
顔
春
本
に
関
す
る
過
去
の
論
文（
２
（で
役
者
似
顔
春
本
出
版
の
概
要
を
述
べ

た
。
詳
細
は
本
論
で
は
省
略
す
る
が
、
役
者
似
顔
春
本
の
出
版
は
一
八
〇
四
年
を
境

に
し
て
前
期
、
後
期
と
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
期
の
役
者
絵
本
に
つ
い
て
は
絵

師
は
役
者
似
顔
を
定
着
さ
せ
た
勝
川
春
章
に
は
じ
ま
り
、
勝
川
派
の
絵
師
に
受
け
継

が
れ
本
論
で
取
り
上
げ
る
『
恋
の
楽
室
』
の
初
代
歌
川
豊
国
ま
で
下
る
。
こ
れ
ら
の

役
者
似
顔
春
本
は
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
刊
、
勝
川
春
章
の
『
絵
本
舞
台
扇
』、
ま

た
初
代
豊
国
が
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
か
ら
享
和
四
（
一
八
〇
四
）
年
ま
で
連
続

的
に
出
版
し
た
一
連
の
役
者
絵
本
出
版
と
刊
行
の
時
期
が
重
な
っ
て
お
り
、
役
者
似

顔
の
絵
本
が
好
評
を
博
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の
趣
向
を
春
本
に
展
開
さ
せ
て
い

る
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
今
ま
で
一
部
し
か
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
恋
の
楽
室
』
の
内
容
を

紹
介
し
、
ま
た
そ
こ
か
ら
役
者
絵
本
と
平
行
し
て
出
版
さ
れ
る
役
者
似
顔
春
本
の
特

徴
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
一

　
『
恋
の
楽
室
』
の
伝
本
は
イ
ギ
リ
ス
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
色
摺
完
本
上
巻
の
み

一
冊
、
墨
摺
り
（
挿
絵
と
一
部
本
文
の
み
。
序
文
と
本
文
の
大
部
分
が
欠
落
し
て
い

る
）
上
中
下
三
巻
一
冊
、
ま
た
挿
絵
の
一
部
の
み
を
貼
り
込
ん
だ
貼
り
込
み
帳
の
以

上
三
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
３
（。
ま
た
、
国
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
墨
摺
本
三
巻
三
冊
の

完
本
が
あ
る
。体
裁
は
小
本
上
中
下
三
冊
本
に
な
る
。構
成
は
上
巻
十
七
丁（
序
二
丁
、

扉
絵
半
丁
「
生
写
微
發
淫
情
図
」、
見
開
き
挿
絵
七
図
七
丁
、
本
文
八
丁
半
）、
中
巻

十
六
丁（
扉
絵
半
丁
「
生
写
今
欲
和
腎
図
」、見
開
き
挿
絵
七
図
七
丁
、本
文
八
丁
半
）、

下
巻
十
六
丁
（
扉
絵
半
丁
「
拭
欲
再
淫
図
」、見
開
き
挿
絵
七
図
七
丁
、本
文
八
丁
半
）

で
あ
る
。
挿
絵
の
丁
付
と
本
文
の
丁
付
が
連
続
し
て
お
ら
ず
、
本
文
と
挿
絵
の
内
容

に
も
つ
な
が
り
が
な
い
。
他
の
春
本
に
も
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
本
文
と
挿
絵
と
が

別
々
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
序
文
中
（
図
1
）
に
は
「
恋こ
い

と
い
う
字じ

の
上ぜ
う
ひ
ん品
も
一ひ
と
か
は皮
む
く
れ
ば
下げ
び
た
や
つ

品
條
。
号な
づ
けて
恋こ

い

の
楽が

く
や室

と
呼
ぶ
。
即
す
な
わ
ち
外げ

題だ
い

は
此こ
の
し
ょ書
の

謎な
ぞ

解と

け
て
…
」（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
伝
本
の
中
に
は
原

題
簽
を
残
す
も
の
も
あ
り
「
会
本
恋
の
楽
室
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
書
名
に
つ
い
て

は
『
恋
の
楽
室
』
と
し
て
間
違
い
な
い
。 

　

本
書
は
林
美
一
氏
が
紹
介（
４
（し
た
二
図
が
知
ら
れ
て
い
た
。
氏
が
紹
介
し
た
資
料
の

原
本
は
題
簽
及
び
序
文
が
欠
け
て
い
た
と
思
わ
れ
、
本
書
の
書
名
は
不
明
と
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
白
倉
敬
彦
氏（
５
（は
本
書
を
『
恋
の
楽
室
』
と
紹
介
し
て
お
り
、
墨
摺
小

図1　『恋の楽室』　（Ebiコレクション蔵）
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本
三
冊
本
で
刊
年
を
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
頃
と
推
定
し
た
。
ま
た
、「
役
者
似
顔

絵
（
男
女
蔵
、
三
津
五
郎
）
が
入
っ
て
い
る
。
珍
本
」
と
の
説
明
が
あ
る
。

　

本
書
の
序
文
に
は
「
好
亭
主
人
し
か
い
ふ
」
と
あ
る
。
好
亭
の
名
は
同
じ
く
林
氏

が
紹
介
し
た
寛
政
末
年
頃
と
思
わ
れ
る
初
代
豊
国
画
の
小
型
枡
形
本
の
春
本
に
も
見

ら
れ
る
。
林
氏
は
そ
の
内
容
が
山
東
京
伝
の
作
品
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

ふ
ま
え
、「
好
亭
」
は
京
伝
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
戯
作
者
の
式
亭
三
馬
で
あ
る
と
考

証
し
た（
６
（。『
恋
の
楽
室
』
と
枡
形
本
の
序
文
の
筆
跡
は
同
一
で
あ
り
、
林
氏
の
説
が

正
し
け
れ
ば
、『
恋
の
楽
室
』の
序
文
を
記
し
た
の
は
式
亭
三
馬
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
春
本
以
外
の
版
本
に
お
け
る
三
馬
の
序
文
の
筆
跡
と
も
近
似
し
て
お
り
、
好

亭
は
三
馬
で
あ
る
と
ま
ず
は
定
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
好
亭
の
書
名
は
豊
国
以
外
の
画
工
が
て
が
け
た
別
の
春
本
に
も
み
ら
れ

る
。
寛
政
初
期
に
は
春
潮
の
春
本（
７
（に
も
み
ら
れ
る
が
、
特
に
寛
政
後
期
か
ら
、
勢
力

的
に
春
本
制
作
に
関
わ
っ
て
お
り
中
で
も
好
亭
は
歌
麿
画
の
春
本
の
序
文
を
よ
く
書

い
た
。
一
覧
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

〔
１
〕 

寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
頃
『
会
本
都
功
密
那
倍
』（
歌
麿（
８
（）

〔
２
〕 

寛
政
十
一
（
一
七
九
八
）
年
頃
『
会
本
密
須
佳
雅
美
』（
豊
丸
・
作
莖
山
人（
９
（）

［
Ａ
］ 

寛
政
十
一
年
頃
『
会
本
婦
美
好
図
理
』（
豊
丸
・
作
莖
山
人
）

〔
３
〕 

寛
政
十
一
年
頃
『
会
本
恋
濃
男
娜
巻
』（
歌
麿
（
33
（

）

〔
４
〕 

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
年
頃
刊
『
会
本
色
形
容
』（
歌
麿
・
作
莖
山
人
（
33
（

）

〔
５
〕 

寛
政
十
二
年
頃
『
会
本
夜
密
図
婦
美
』（
歌
麿
（
3（
（

）

〔
６
〕 

寛
政
十
二
年
『
床
の

』（
歌
麿
（
3（
（

）

［
Ｂ
］ 

寛
政
十
二
年
頃
『
耶
密
図
言
葉
』
栄
昌
画
ヵ
、
作
莖
山
人

〔
７
〕 

享
和
頃
『
艶
本
婦
美
車
』（
喜
久
麿
画
（
33
（

）

〔
８
〕 

享
和
頃
『
君
が
手
枕
』（
歌
麿
（
33
（

）

〔
９
〕 

文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
以
降
『
会
本
恋
の
俤
』（
歌
麿
（
32
（

）

　

刊
年
の
推
定
に
は
先
行
研
究
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
も
の
の
、
寛
政
後
期
と

み
ら
れ
る
作
品
に
多
く
好
亭
の
名
が
み
ら
れ
る
と
い
う
点
は
確
か
に
指
摘
で
き
る
。

好
亭
を
三
馬
と
す
る
な
ら
ば
、林
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
歌
麿
は
三
馬
の
洒
落
本『
辰

巳
婦
言
』（
寛
政
十
〈
一
七
九
八
〉
刊
）、
ま
た
役
者
絵
本
『
俳
優
楽
室
通
』（
寛
政

十
一
〈
一
七
九
九
〉年
刊
）の
二
点
に
挿
絵
と
序
画
を
描
い
て
い
る
。
特
に
歌
川
豊
国
、

国
政
が
役
者
似
顔
を
描
い
て
い
る
『
俳
優
楽
室
通
』
に
役
者
絵
嫌
い
の
歌
麿
が
与
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
少
々
特
異
で
あ
り
、
三
馬
の
口
利
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
本
書
の
題
は
前
述
し
た
よ
う
に
『
恋
の
楽
室
』
で
あ
る
が
、
序
文
で
は
「
号

て
恋
の
楽
室
と
呼
ぶ
。
即
外
題
は
此
書
の
謎
解
け
て
」
と
外
題
が
本
書
の
趣
向
を
あ

ら
わ
す
と
ほ
の
め
か
し
て
い
る
が
、「
楽
室
」
は
前
述
の
三
馬
作
の
役
者
絵
本
『
俳

優
楽
室
通
』
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
本

書
の
刊
行
年
も
好
亭
が
歌
麿
と
と
も
に
勢
力
的
に
春
画
を
制
作
し
た
寛
政
後
期
、
ま

た
歌
麿
・
三
馬
・
豊
国
が
関
わ
る
『
俳
優
楽
室
通
』
と
関
連
し
て
出
版
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
『
恋
の
楽
室
』
の
絵
師
で
あ
る
が
、
寛
政
後
期
の
時
期
に
役
者
似
顔
、
ま
た
春
画

と
し
て
役
者
の
素
顔
を
描
け
た
の
は
『
俳
優
楽
室
通
』
の
似
顔
を
手
が
け
た
豊
国
か

国
政
以
外
他
に
な
い
。
勝
川
派
の
春
英
も
似
顔
を
描
い
て
い
た
が
、
画
風
が
本
書
と

は
異
な
る
。
特
に
豊
国
は
、『
俳
優
楽
室
通
』
以
降
、三
馬
と
と
も
に
豊
国
単
独
で
『
役

者
三
階
興
』（
享
和
元
〈
一
八
〇
一
〉年
刊
）、『
戯
場
訓
蒙
図
彙
』
に
て
役
者
の
素
顔
、

似
顔
を
描
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
書
の
中
巻
本
文
中
に
は
「
芝
の
作さ
つ

莖き
や
う

山
人
」
な
る
人
物
が
登
場
す
る
。

上
記
一
覧
に
あ
る
よ
う
に
、
好
亭
序
の
春
本
に
作
莖
山
人
と
し
て
川
柳
、
狂
歌
を
載

せ
る
の
は
〔
２
〕
と
〔
４
〕
が
あ
る
。
ま
た
好
亭
の
序
文
は
な
い
が
、
作
莖
山
人
が
関

わ
る
春
本
を
右
に
［
Ａ
］、［
Ｂ
］
と
し
て
あ
げ
て
お
り
、
寛
政
後
期
頃
に
四
点
が
確

認
で
き
る
。
当
初
林
氏
は
作
莖
山
人
を
三
馬
と
し
て
い
た
（
32
（

が
、『
恋
の
楽
室
』
に
「
芝

の
作さ
つ

莖き
や
う

山
人
」
と
あ
り
、
ま
た
〔
４
〕
の
春
本
で
は
作
莖
を
「
さ
く
ら
」
と
読
ま
せ
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て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
作
莖
山
人
を
芝
宇
田
川
町
に
住
ん
だ
桜
川
慈
悲
成
で
は
な

い
か
と
推
定
、
再
考
証
し
て
い
る
。
以
上
の
考
証
を
ふ
ま
え
白
倉
氏
の
『
絵
入
春
画

艶
本
目
録
』
に
お
い
て
も
、
作
莖
山
人
を
桜
川
慈
悲
成
と
し
て
い
る
。
慈
悲
成
と
三

馬
は
確
か
に
交
友
が
あ
り
、
三
馬
作
、
初
代
豊
国
、
春
英
画
の
役
者
絵
本
『
戯
場
訓

蒙
図
彙
』（
享
和
三
〈
一
八
〇
三
〉
年
刊
）
に
も
狂
歌
を
読
み
、
ま
た
同
年
の
『
狂
歌

觿
』
に
も
参
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
芝
界
隈
を
生
家
と
し
た
初
代
豊
国
と
も
交
友

は
深
く
、
慈
悲
成
の
黄
表
紙
に
多
く
豊
国
は
挿
絵
を
描
い
て
い
る
。
拠
っ
て
、
作
莖

山
人
が
慈
悲
成
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
現
時
点
で
は
最
も
説
得
力
の
あ
る
説
で
あ
る

が
、
確
か
な
根
拠
は
未
だ
な
く
、
さ
ら
に
考
証
さ
れ
る
余
地
の
あ
る
も
の
だ
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
（
32
（

。

　

ま
た
『
恋
の
楽
室
』
は
小
本
三
冊
本
と
い
う
体
裁
に
な
る
が
、
序
文
に
「
坊こ
の
ご
ろ間
中か

華ら

の
小
わ
ら
い
ぼ
ん説
艶え
ん
し史
に
傚な
ら
つて
。
こ
ゝ
に
春
ま
く
ら
さ
う
し
画
の
新し
ん
ぱ
ん

と
巧た
く
みす
」
と
あ
る
。「
艶
史
」
は
本

来
漢
籍
で
花
街
を
題
材
に
と
っ
た
も
の
だ
が
、
洒
落
本
の
起
こ
り
に
大
き
く
影
響
し

て
お
り
、
艶
史
と
か
い
て
「
し
ゃ
れ
ぼ
ん
」
と
読
ま
せ
る
事
例
も
あ
る
（
32
（

。
小
本
と
い

う
版
型
か
ら
も
『
恋
の
楽
室
』
が
洒
落
本
の
体
裁
を
ま
ね
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。『
恋
の
楽
室
』
同
様
に
洒
落
本
の
体
裁
を
と
っ
た
春
本
は
喜
多
川
歌
麿
画
の

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
『
会
本
三
女
歌
多
智
』（

（3
（

と
、
原
本
未
見
で
あ
る
が
林
氏
が

紹
介
す
る
小
本
の
三
冊
本
『
会
本
艶
婦
姿
』
の
刊
行
（
寛
政
十
〈
一
七
九
八
〉
年
頃
）

が
あ
る
と
い
う
。
両
書
の
序
文
を
記
す
の
は
「
浮
羅
茎
」
と
い
う
人
物
で
、
林
氏
（
（3
（

は

渋
井
氏
の
論
（
（（
（

を
受
け
、
筆
跡
が
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
戯
作
者
の
振
鷺
亭
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
振
鷺
亭
は
三
馬
の
洒
落
本
『
辰
巳
婦
言
』（
寛
政
十
〈
一
七
九
八
〉

年
刊
）
の
序
文
を
認
め
た
作
者
で
あ
る
。
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
山
東
京
伝
作

の
洒
落
本
が
寛
政
の
改
革
に
よ
っ
て
筆
禍
を
受
け
て
以
降
、
振
鷺
亭
は
小
本
の
体
裁

で
あ
る
洒
落
本
を
中
本
型
に
仕
立
て
、
洒
落
本
で
は
な
い
よ
う
に
見
せ
か
け
て
執
筆

を
続
け
て
い
た
（
（（
（

。
そ
ん
な
中
、三
馬
の『
辰
巳
婦
言
』は
従
来
の
小
本
の
体
裁
を
取
り
、

原
題
簽
に
は
「
ハ
イ
新
板
の
し
ゃ
れ
本
が
出
来
ま
し
た
」
と
あ
る
。
明
ら
か
に
洒
落

本
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
細
々
と
中
本
型
洒
落
本
を
制
作
し
て

い
た
振
鷺
亭
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
の
は
象
徴
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
洒
落
本

の
刊
行
は
再
び
活
発
に
な
る
が
、
戯
作
者
と
の
交
友
の
中
で
そ
れ
を
先
導
し
て
い
っ

た
の
は
三
馬
で
あ
り
、
特
に
三
馬
と
振
鷺
亭
と
の
交
友
関
係
は
深
く
、
三
馬
の
著
作

に
振
鷺
亭
は
狂
歌
を
多
く
寄
せ
、
ま
た
三
馬
の
弟
子
の
三
鷺
（
後
の
為
永
春
水
）
は

二
世
振
鷺
亭
を
名
乗
っ
て
い
る
。
前
掲
の
小
本
型
の
春
本『
会
本
三
女
歌
多
智
』『
会

本
艶
婦
姿
』
に
で
て
く
る
「
浮
羅
茎
」
が
振
鷺
亭
で
あ
れ
ば
、三
馬
の
『
辰
巳
婦
言
』

が
刊
行
さ
れ
る
寛
政
十
年
頃
に
振
鷺
亭
は
洒
落
本
仕
立
て
の
春
本
制
作
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。『
恋
の
楽
室
』
が
洒
落
本
の
も
じ
り
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た

の
に
は
、
三
馬
に
と
っ
て
初
作
の
洒
落
本
『
辰
巳
婦
言
』
の
刊
行
と
、
振
鷺
亭
の
春

本
制
作
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
前
述

し
た
「
作
莖
山
人
」
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
話
に
戻
る
が
、
同
時
期
に
歌
麿
の
小
本

型
春
本
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
三
馬
と
の
交
友
関
係
を
考
え
合
わ
せ
る
と
「
作
莖

山
人
」
は
「
浮
羅
茎
」
な
る
人
物
、
す
な
わ
ち
振
鷺
亭
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
そ
う
す
る
と
『
恋
の
楽
室
』
の
本
文
に
、な
ぜ
「
芝
」
と
で
て
く
る
か
、

ま
た
な
ぜ
「
さ
く
ら
」
と
読
ま
せ
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
振
鷺
亭
と
の
接
点
は
見
い

だ
せ
ず
憶
測
の
域
を
で
な
い
が
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
二

　

続
い
て
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
似
顔
を
考
証
し
た
結
果
を
列
挙
す
る
。
調
査
の

中
で
、
ど
う
し
て
も
確
証
が
難
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
可
能
性
の
あ
る
役
者
を
二

人
あ
げ
て
い
る
。
な
お
、『
恋
の
楽
室
』
の
図
版
は
す
べ
て
Ａ
Ｒ
Ｃ
古
典
籍
閲
覧
ポ
ー

タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（Ebi1241

）
の
画
像
を
使
用
し
て
い
る
。
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【
挿
絵
１
】

（
上
巻
一
ウ
・
二
オ
）【
挿
絵
1
】

　

本
文
の
書
き
入
れ
に
「
あ
ぶ
な
や
の
お
染
め
さ
ん
」
と
あ
り
、
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃

の
「
お
染
、
久
松
」
を
下
敷
き
に
し
た
場
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
演
劇
で
は
蔵

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
久
松
が
、
蔵
の
高
窓
か
ら
顔
を
だ
し
て
蔵
の
外
に
い
る
お
染
と

互
い
に
自
害
を
決
意
す
る
場
面
が
あ
る
が
、
本
図
の
背
景
も
そ
れ
を
意
識
し
て
蔵
の

中
の
設
定
で
あ
る
。
久
松
と
し
て
描
か
れ
る
前
髪
の
役
者
は
三
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の

似
顔
で
描
か
れ
て
い
る
。、
参
考
図
・
図
2
に
あ
げ
た
の
は
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年

に
菊
之
丞
が
久
松
を
演
じ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
丸
く
短
い
眉
毛
と
線
の
細
い
目
の

描
き
方
に
特
徴
が
あ
り
、
下
唇
を
少
し
尽
き
だ
し
、
口
を
半
開
き
に
し
て
描
か
れ
る

菊
之
丞
の
似
顔
の
特
徴
を
よ
く
捉
え
て
い
る
と
い
え
る
。

 

図2　豊国画、享和元年三月市村座上演 「桃桜雛世帯」（個人蔵）
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【
挿
絵
２
】 

（
上
巻
二
ウ
・
三
オ
）【
挿
絵
2
】

　

本
図
の
役
者
は
似
顔
か
ら
三
代
目
市
川
八
百
蔵
と
し
た
。
参
考
図
・
図
3
は
寛
政

十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
蔦
屋
が
出
し
た
初
代
豊
国
の
似
顔
に
よ
る
役
者
の
素
顔
を

描
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
目
は
少
し
細
く
描
か
れ
る
が
、
二
重
ま
ぶ
た
の
線
と
、

口
角
、
眉
毛
、
鼻
筋
な
ど
に
共
通
点
が
あ
る
。
対
の
役
者
は
後
に
も
出
て
く
る
初
代

大
谷
徳
次
で
あ
る
。

図3
豊国画、寛政十二年役者日常図

（ボストン美術館蔵、11.22941 ）
Photograph © 2015 Museum of Fine Arts, 
Boston.
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【
挿
絵
３
】

（
上
巻
三
ウ
・
四
オ
）【
挿
絵
3
】

　

参
考
図
・
図
4
に
あ
げ
た
の
は
、
前
掲
図
3
と
同
様
寛
政
十
二
年
に
出
さ
れ
た
シ

リ
ー
ズ
で
、描
か
れ
て
い
る
の
は
初
代
市
川
男
女
蔵
で
あ
る
。男
女
蔵
の
似
顔
は
く
っ

き
り
と
し
た
二
重
と
頬
に
え
く
ぼ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。【
挿
絵
3
】『
恋

の
楽
室
』
の
役
者
に
は
え
く
ぼ
は
な
い
も
の
の
目
の
輪
郭
の
描
き
方
に
男
女
蔵
の
特

徴
が
み
ら
れ
る
。
参
考
図
の
対
の
役
者
は
紋
か
ら
大
谷
姓
の
役
者
だ
と
わ
か
る
が
、

似
顔
か
ら
判
断
し
難
い
。
寛
政
十
一
年
に
四
代
目
を
継
い
だ
大
谷
鬼
次
、
ま
た
は
後

に
大
谷
門
蔵
、
馬
十
と
名
乗
る
桐
野
谷
門
蔵
が
考
え
ら
れ
る
。

図4
豊国画、寛政十二年役者
日常図（ボストン美術館
蔵、11.25414 ）
Photograph © 2015 Museum of 
Fine Arts, Boston.
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【
挿
絵
４
】

（
上
巻
四
ウ
・
五
オ
）【
挿
絵
4
】

　

本
図
の
役
者
は
似
顔
か
ら
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
に
没
し
た
六
代
目
市
川
団

十
郎
と
し
た
。
参
考
図
・
図
5
は
国
政
が
描
く
六
代
目
市
川
団
十
郎
の
死
絵
で
、
図

6
に
は
寛
政
十
年
十
一
月
の
舞
台
で
の
団
十
郎
を
描
く
初
代
豊
国
の
役
者
絵
を
あ
げ

図5　国政画、寛政十一年市川團十郎死絵
（早稲田大学演劇博物館蔵、114-0003）
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図6　豊国画、寛政十年十一月中村座上演「花三
　　　升芳野深雪」（ボストン美術館蔵、06.1323i）

　　　Photograph © 2015 Museum of Fine Arts, Boston.
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て
い
る
が
、
目
と
鼻
筋
が
挿
絵
の
役
者
に
似
て
い
る
。
六
代
目
団
十
郎
は
寛
政
十
一

年
に
弱
冠
二
十
二
才
で
夭
折
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
恋
の
楽
室
』
が
寛
政
十
一

年
刊
の
『
俳
優
楽
室
通
』
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
団
十
郎
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
本
書
の
刊
行
年
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。
団
十
郎
は
寛

政
十
一
年
中
三
月
ま
で
中
村
座
に
出
勤
し
て
い
た
が
、
急
遽
病
に
伏
し
、
そ
の
年
五

月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

挿
絵
は
岡
場
所
女
郎
と
送
り
船
で
帰
る
途
中
の
情
事
だ
と
み
え
る
が
、女
郎
は「
佐

吉
さ
ん
お
め
へ
こ
の
ご
ろ
は
う
ら
や
ぐ
ら
の
方
へ
み
れ
ん
が
き
ざ
し
た
と
き
い
た
よ

　

そ
し
て
ど
ば
し
へ
ば
つ
か
り
き
ゃ
く
じ
ん
を
つ
れ
て
い
く
じ
や
ァ
ね
へ
か　

そ
ん

な
に
あ
ん
ま
り
く
ひ
ち
ら
し
な
ん
な
。
い
た
こ
の
も
ん
く
じ
や
ァ
ね
へ
か　

お
め
へ

の
ま
ら
で
し
こ
ろ
さ
れ
た
ゆ
う
れ
い
が
も
ゝ
が
ァ
と
ば
け
て
出
る
だ
ろ
う
」と
あ
り
、

裏
や
ぐ
ら
、
土
橋
な
ど
岡
場
所
の
地
名
を
使
い
、
ま
た
い
た
こ
は
潮
来
節
で
あ
る
。

洒
落
本
の
内
容
を
意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
「
佐
吉
」
も
先
行
す
る
洒
落
本
の
登

場
人
物
で
あ
っ
た
か
。
い
ず
れ
も
団
十
郎
の
当
た
り
役
な
ど
と
の
関
連
は
な
い
。

（
上
巻
五
ウ
・
六
オ
）【
挿
絵
5
】

　

医
者
に
扮
し
た
本
図
の
役
者
は
似
顔
か
ら
明
ら
か
に
初
代
大
谷
徳
次
で
あ
る
と
わ

か
る
。
前
掲
の
図
3
（
寛
政
十
二
年
）
の
作
例
に
は
三
代
目
市
川
八
百
蔵
と
と
も
に

徳
次
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

【
挿
絵
５
】
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【
挿
絵
６
】

（
上
巻
六
ウ
・
七
オ
）【
挿
絵
6
】

　

昼
寝
を
し
て
い
る
嫁
の
横
で
、
い
く
ら
く
ど
い
て
も
応
じ
な
い
嫁
が
月
の
障
り
で

あ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
て
「
エ
ゝ
い
ま

く
し
い
」
と
唸
る
主
人
の
様
子
。
役
者
は

似
顔
か
ら
初
代
嵐
三
八
と
し
た
。
参
考
に
な
る
の
は
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
刊
の

『
役
者
三
階
興
』
の
挿
絵（
図
7
）で
あ
る
。
頬
の
線
や
目
の
輪
郭
が
近
似
し
て
お
り
、

三
八
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
俳
優
三
階
興
』
は
『
俳
優
楽
室
通
』
の
後
で
再
び

三
馬
と
豊
国
と
で
出
さ
れ
た
役
者
絵
本
で
あ
り
、
前
年
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年

に
出
さ
れ
た
馬
琴
作
の
『
戯
子
名
所
図
会
』
に
引
き
続
き
、
役
者
の
素
顔
を
初
代
豊

国
が
描
い
て
い
る
。

図7　豊国画、享和元年刊『俳優三階興』
　　（大英博物館蔵、 ©Trustees of the British Museum）
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【
挿
絵
７
】

（
上
巻
七
ウ
・
八
オ
）【
挿
絵
７
】

花
魁
と
客
と
の
情
事
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
役
者
の
似
顔
は
三
代
目
坂
東
彦
三

郎
で
間
違
い
な
い
。
右
の
図
７
と
同
様
『
俳
優
三
階
興
』
か
ら
参
考
図
・
図
８
を
あ

げ
て
い
る
。
く
っ
き
り
と
し
た
二
重
、
細
い
目
、
口
角
の
さ
が
っ
た
小
さ
な
口
な
ど

に
特
徴
が
あ
る
。

  

図8　豊国画、享和元年刊『俳優三階興』
　　　（大英博物館蔵、 ©Trustees of the British Museum）
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【
挿
絵
８
】

（
中
巻
一
ウ
・
二
オ
）【
挿
絵
8
】

　

挿
絵
は
常
磐
津
の
紋
を
つ
け
た
芸
妓
が
「
卯
の
花
」
と
い
う
め
り
や
す
を
さ
ら
っ

て
い
る
と
こ
ろ
、
客
が
ち
ょ
っ
か
い
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
役
者
の
似
顔

は
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
前
名
簑
助
で
あ
る
。
文
化
期
に
豊
国
、
国
貞
が
描
く
三

津
五
郎
は
二
重
の
く
っ
き
り
と
し
た
顔
立
ち
に
な
っ
て
い
る
が
、
寛
政
期
の
似
顔
は

寛
政
十
二
年
の
蔦
屋
の
役
者
日
常
図
の
シ
リ
ー
ズ
図
9
に
み
る
よ
う
に
一
重
ま
ぶ
た

で
口
元
が
ぐ
っ
と
下
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図
9
の
対
の
役
者
は
中
嶋
和
田
右
衛
門

で
あ
る
。

図9　豊国画、寛政十二
年役者日常図（ヴィクト
リアアンドアルバート博
物館蔵 ©Victoria and Albert 
Museum, London.）
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【
挿
絵
９
】

（
中
巻
二
ウ
・
三
オ
）【
挿
絵
9
】

　

役
者
は
似
顔
か
ら
三
代
目
市
川
高
麗
蔵
、
後
の
五
代
目
松
本
幸
四
郎
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
参
考
図
・
図
10
に
は
『
俳
優
三
階
興
』
か
ら
の
挿
絵
を
あ
げ
た
。

（
中
巻
三
ウ
・
四
オ
）【
挿
絵
10
】

　

妻
の
留
守
中
に
門
付
け
芸
の
芸
者
を
引
き
入
れ
て
、
情
事
に
ふ
け
る
様
子
。
芸
者

の
台
詞
に
「
モ
シ
エ　

ひ
よ
つ
と
こ
れ
が
お
か
み
さ
ん
へ
し
れ
ま
し
た
ら
ど
う
い
た

し
ま
せ
う
ね　

そ
し
て
さ
き
程
お
や
ぢ
が
参
り
ま
し
て
又
お
き
く
さ
ん
を
二
年
ぶ
り

ほ
ど
お
か
り
ま
せ
と
申
し
ま
し
た
」
と
あ
る
。「
お
き
く
」
が
誰
を
指
す
か
は
不
明
だ

が
【
挿
絵
4
】
の
「
佐
吉
」
同
様
に
何
ら
か
の
固
有
名
称
を
利
か
せ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
役
者
の
似
顔
は
二
代
目
坂
東
三
津
五
郎
、
二
代
目
荻
野
伊
三
郎
だ
と
思
わ

れ
る
。
参
考
図
・
図
11
は
享
和
二（
一
八
〇
二
）年
刊
豊
国
画
の
『
役
者
此
手
嘉
志
和
』

図10　豊国画、享和元年刊『俳優三階興』
　　　（大英博物館蔵、 ©Trustees of the British Museum）
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の
も
の
で
あ
る
。
参
考
図
と
挿
絵
と
は
目
の
輪
郭
が
よ
く
似
て
い
る
。
だ
が
、
特
に

役
に
扮
し
た
姿
の
伊
三
郎
（
参
考
図
右
）
は
唇
が
分
厚
く
描
か
れ
る
場
合
が
多
い
が
、

『
恋
の
楽
室
』の
挿
絵
は
そ
う
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
他
に
確
か
な
候
補
（
（3
（

が
な
く
、

ま
た
こ
の
時
期
特
に
活
躍
す
る
役
者
と
す
る
な
ら
ば
伊
三
郎
と
し
て
よ
い
か
と
思
わ

れ
る
。

（
中
巻
四
ウ
・
五
オ
）【
挿
絵
11
】

　

身
重
の
妻
に
夫
は
身
持
ち
に
な
っ
た
ら
色
事
を
た
ん
と
す
る
と
よ
い
と
せ
ま
っ
て

い
る
。
夫
の
似
顔
で
あ
る
が
、
目
の
間
か
ら
く
っ
と
出
た
大
き
な
鼻
と
、
ま
た
そ
の

鼻
の
付
け
根
が
少
し
く
ぼ
ん
で
い
る
特
徴
か
ら
初
代
尾
上
松
助
（
参
考
図
・
図
12
）

図11　豊国画、享和三年刊『役者此手嘉志和』（フィリアーアンドサックラーギャ
　　　ラリー蔵*1）

【
挿
絵
10
】
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と
し
た
い
。
た
だ
、
本
図
の
挿
絵
の
よ
う
に
目
の
上
側
が
平
ら
で
端
が
少
し
つ
り

上
が
っ
て
い
る
の
は
他
の
似
顔
と
異
な
る
。
松
助
の
目
は
小
さ
く
、
細
く
、
目
の
上

側
は
参
考
図
の
よ
う
に
丸
み
を
帯
び
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
関
連
し
て
、
寛
政

十
二
年
の
蔦
屋
の
シ
リ
ー
ズ
か
ら
の
一
枚
を
あ
げ
る
（
図
13
）。
右
の
役
者
は
【
挿
絵

11
】
の
似
顔
に
よ
く
似
て
い
る
。
左
の
役
者
は
四
代
目
岩
井
半
四
郎
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
注
目
す
る
対
の
役
者
を
服
部
幸
雄
氏
（
（3
（

は
似
顔
か
ら
初
代
尾
上
松
助
と
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
図
13
の
役
者
は
笹
竜
胆
の
紋
を
付
け
て
い
る
。
服
部
氏
自
身
も
な
ぜ
か
と

い
う
疑
問
を
残
し
て
い
た
が
、
笹
竜
胆
は
沢
村
家
の
替
紋
で
あ
る
。
と
す
る
と
役
者

【
挿
絵
11
】
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上-図12拡大
下-図12　豊国画、寛政十一年

七月市村座上演「女文字筆
陸」（早稲田大学演劇博物
館蔵、201-5630）

(17)

図13　豊国画、寛政十二年役者日常図
 （ギメ美術館蔵 © RMN-Grand Palais [musée Guimet, 

Paris] / Droits réservés / distributed by AMF *2）
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は
初
代
松
助
で
は
な
く
、
似
顔
か
ら
三

代
目
沢
村
淀
五
郎
（
図
14
）
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
淀
五
郎
は
松
助
と
同
じ
く
実

悪
の
役
者
で
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年

ま
で
江
戸
で
活
躍
し
た
。
ま
た
、
こ
の

蔦
屋
の
シ
リ
ー
ズ
は
大
立
者
の
役
者
と

対
に
な
っ
て
描
か
れ
る
の
は
敵
役
や
道
外
方
、
子
役
な
ど
格
下
の
役
者
が
描
か
れ
て

お
り
、
岩
井
半
四
郎
の
対
に
な
る
の
が
松
助
だ
と
す
る
と
シ
リ
ー
ズ
の
一
貫
性
に
欠

け
る
た
め
、
淀
五
郎
と
し
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
恋
の
楽
室
』
で
松
助
を
差

し
置
い
て
格
下
の
淀
五
郎
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
の
も
不
自
然
で
あ
る
。
よ
っ

て
【
挿
絵
11
】
の
役
者
は
本
論
で
は
松
助
と
し
て
お
き
た
い
。

（
中
巻
五
ウ
・
六
オ
）【
挿
絵
12
】

　

他
人
の
情
事
を
の
ぞ
き
見
る
男
の
似
顔
は
初
代
坂
東
善
次
で
あ
る
。敵
役
で『
俳
優

楽
室
通
』（
図
15
）に

も
似
顔
が
描
か
れ

る
が
、
他
の
豊
国

の
役
者
絵
本
に
も

比
較
的
よ
く
登
場

し
て
い
る
。
写
楽

の
大
首
絵
の
作
例

も
あ
る
。

【
挿
絵
12
】

図15　豊国画、寛政十一年刊『俳優楽室通』（大
　　　英博物館蔵、 ©Trustees of the British Museum）
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(18)

図14 豊国画、享和元年刊『俳
優三階興』（大英博物館
蔵 © Trustees of the British 
Museum by AMF*2）
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（
中
巻
六
ウ
・
七
オ
）【
挿
絵
13
】

　

女
の
台
詞
に
「
米
や
の
三
さ
ん
と
い
つ
ち
や
あ　

お
め
へ
も
よ
つ
ほ
ど
な
の
う
れ

た
せ
う
わ
る
だ
か
ら
ゆ
だ
ん
は
な
ら
ね
へ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
若
衆
の
着

物
の
柄
に
米
の
字
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
役
者
は
初
代
松
本
米
三
郎
と
推

定
で
き
る
。
ま
た
、『
恋
の
楽
室
』
で
は
女
形
は
ほ
ぼ
若
衆
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。

参
考
図
・
図
16
は
寛
政
十（
一
七
九
八
）年
の
上
演
の
も
の
で
、
似
顔
か
ら
も
米
三
郎

と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。米
三
郎
は
寛
政
十
二（
一
八
〇
〇
）年
三
月
よ
り
上
方
に
行
き
、

享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
の
十
一
月
に
浅
尾
工
左
衛
門
と
と
も
に
江
戸
に
戻
っ
た
。

 （
中
巻
七
ウ
・
八
オ
）【
挿
絵
14
】

　

こ
の
役
者
も
若
衆
の
姿
で
描
か
れ
る
が
、
若
衆
の
台
詞
に
「
花
車
衆
ゥ
が
つ
け
た

さ
か
い　

ゑ
ら
う
し
ん
き
し
て
じ
や
わ
い
の　

ソ
リ
ャ
こ
な
ん
ほ
ん
ま
の
こ
と
か
い

な
」
と
上
方
弁
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
活
躍
し
た
女
形
で
上
方
生
ま
れ
で
あ
る

役
者
の
一
人
に
は
二
代
目
瀬
川
菊
三
郎
（
後
、
路
三
郎
）
が
い
る
。
路
三
郎
は
晩
年
上

方
に
戻
り
、
嵐
璃
光
と
名
乗
っ
た
。
参
考
図
（
図
17
）
は
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
の

【
挿
絵
13
】

図16　豊国画、寛政九年十一月桐座上演「雪女
　　　譜鉢木」（Collection Arendie and Henk Herwig）
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上
演
時
の
半
身
像
で
あ
る
。
顔
の
線
が
平
た
く
、
少
し
二
重
顎
に
し
て
描
か
れ
る
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。『
恋
の
楽
室
』
の
挿
絵
は
特
徴
が
わ
か
り
に
く
く
、
同
時
期
に

活
躍
し
た
初
代
粂
三
郎
、
も
し
く
は
兄
弟
弟
子
の
瀬
川
菊
之
助
（
後
路
之
助
、
四
代

目
菊
之
丞
）
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
粂
三
郎
は
後
の
挿
絵
に
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、

菊
之
助
と
菊
三
郎
は
図
18
の
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
の
シ
リ
ー
ズ
に
共
に
描
か
れ

て
い
る
（
上
・
菊
三
郎
、
下
・
菊
之
助
）
が
、
顎
の
線
が
菊
三
郎
の
方
が
近
い
。
上
方

な
ま
り
を
意
識
し
て
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
菊
三
郎
と
し
て
よ
い

か
と
思
わ
れ
る
。

【
挿
絵
14
】

図18　豊国画、寛政十二年役者日常図（ヴィ
クトリアアンドアルバート博物館蔵
©Victoria and Albert Museum, London.）

図17　豊国画、享和二年正月市村座上演「三国
一纈盃」（大英博物館蔵、 ©Trustees of the 
British Museum）
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（
下
巻
一
ウ
・
二
オ
）【
挿
絵
15
】

　

書
き
入
れ
に
「
お
半
長
右
衛
門
両
方
く
つ
と
合
せ
た
と
こ
ろ
で
」
と
あ
る
よ
う
に
、

場
面
は
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
の
「
お
半
・
長
右
衛
門
」
が
旅
宿
で
思
わ
ず
一
夜
の
情
事

を
交
わ
す
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
て
い
る
。
長
右
衛
門
役
の
役
者
は『
役
者
此
手
嘉
志
和
』

の
似
顔
（
図
19
）
と
比
べ
る
と
、
細
面
で
鼻
が
な
が
く
、
目
の
二
重
の
描
き
方
に
共

通
点
が
あ
り
、
二
代
目
岩
井
喜
世
太
郎
だ
と
判
定
で
き
る
。

　

唯
一
役
者
の
顔
に
二
重
線
が
あ
る
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
特
に
似
顔
で
首
の
と
こ

ろ
に
二
重
線
を
描
く
の
は
、
四
代
目
松
本
幸
四
郎
の
特
徴
で
あ
り
、
長
右
衛
門
は
江

戸
初
演
で
幸
四
郎
が
三
代
目
菊
之
丞
の
お
半
と
と
も
に
演
じ
た
役
柄
で
、
当
た
り
役

の
一
つ
で
あ
る
。
幸
四
郎
は
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
に
没
す
る
が
、
寛
政
期
の
四

【
挿
絵
15
】

図19　豊国画、享和三年刊『役者此手嘉志和』（フィリアーアンドサックラーギャ
ラリー蔵*1）
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代
目
幸
四
郎
の
似
顔
は
晩
年
の
姿
で
目
尻
に
も
皺
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
本
図
の

似
顔
と
は
合
致
し
な
い
。

（
下
巻
二
ウ
・
三
オ
）【
挿
絵
16
】

　

こ
の
役
者
も
若
衆
姿
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
受
け
口
に
特
徴
の
あ
る
初
代
岩
井
粂

三
郎
の
似
顔
で
あ
る
。
参
考
図
・
図
20
に
寛
政
十
二
年
十
一
月
の
上
演
の
時
の
役
者

絵
を
あ
げ
た
。
書
き
入
れ
に
「
里
清
さ
ん
は
今
中
の
町
い
さ
し
つ
た
つ
け
」「
ア
レ

お
き
く
ど
ん
が
く
る
よ
う
な
こ
へ
だ
」「
こ
れ
お
め
へ
は
ま
た
い
せ
や
の
せ
ん
助
に

と
ぼ
さ
せ
た
」
な
ど
固
有
の
名
称
が
で
て
く
る
が
、
歌
舞
伎
と
の
関
連
で
い
え
ば
不

明
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
先
行
す
る
草
双
紙
類
か
ら
の
も
じ
り
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
が
本
論
で
は
調
査
に
及
ば
な
か
っ
た
。

【
挿
絵
16
】

図20　豊国画、寛政十二年十一月河原崎座「戻橋綱顔鏡」
（立命館大学ARC蔵、arcUP0044）
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（
下
巻
三
ウ
・
四
オ
）【
挿
絵
17
】

　

本
図
の
男
の
似
顔
は
明
ら
か
に
敵
役
で
あ
る
が
二
代
目
市
川
友
蔵
の
似
顔
で
あ

る
。
友
蔵
は
図
21
の
『
俳
優
楽
室
通
』
に
も
描
か
れ
る
が
、
敵
役
ら
し
い
目
の
輪

郭
と
頬
の
線
、
口
元
に
特
徴
が
あ
る
。
友
蔵
は
四
代
目
団
蔵
の
弟
子
で
、
寛
政
十

（
一
七
八
九
）
年
七
月
に
団
蔵
と
と
も
に
江
戸
に
下
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
役
者
を

友
蔵
だ
と
す
る
と
『
恋
の
楽
室
』
は
少
な
く
と
も
寛
政
十
年
以
降
の
も
の
と
な
る
。

 

【
挿
絵
17
】

図21　豊国画、寛政十一年刊『俳優楽室通』
（大英博物館蔵、 ©Trustees of the British Museum）
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（
下
巻
四
ウ
・
五
オ
）【
挿
絵
18
】

　

若
衆
の
役
者
は
似
顔
か
ら
二
代
目
小
佐
川
常
世
（
参
考
図
・
図
22
）
と
し
た
。
細

面
で
く
っ
り
き
と
し
た
二
重
か
ら
常
世
と
わ
か
る
。
書
き
入
れ
に
「
本
家
京
都
か
ら

す
丸
」
と
あ
る
。
常
世
の
師
の
初
代
常
世
は
確
か
に
京
都
で
最
初
活
躍
し
、
後
に
江

戸
に
下
っ
た
が
関
連
が
あ
る
か
。

  （
下
巻
五
ウ
・
六
オ
）【
挿
絵
19
】

　

本
図
の
役
者
に
つ
い
て
は
似
顔
で
断
定
す
る
の
が
難
し
く
、
二
人
あ
げ
る
。
一
人

は
三
代
目
沢
村
宗
十
郎
（
参
考
図
・
図
23
）
で
あ
る
。
顔
の
輪
郭
や
、
鼻
筋
、
二
重

の
所
が
挿
絵
と
共
通
す
る
。
も
う
一
人
は
初
代
市
川
荒
五
郎
で
あ
る
。
参
考
図
・
図

24
は
寛
政
十
二
年
上
演
の
役
者
絵
で
、
目
の
輪
郭
や
鼻
は
よ
く
似
て
い
る
が
宗
十

郎
が
丸
顔
な
の
に
対
し
、
荒
五
郎
は
顔
の
線
が
少
し
細
い
。
宗
十
郎
は
寛
政
十
一

【
挿
絵
18
】

図22　豊国画、寛政十一年刊『俳優楽室通』
（大英博物館蔵、 ©Trustees of the British Museum）
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（
一
七
九
九
）
年
、
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
は
上
方
に
行
っ
て
お
り
、
寛
政
十
二
年
の

顔
見
世
よ
り
江
戸
に
戻
っ
た
も
の
の
終
始
体
調
を
崩
し
て
お
り
、
伊
三
郎
、
八
百
蔵

が
代
役
を
つ
と
め
て
い
た
。
そ
う
し
て
翌
年
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
の
三
月
に
没

し
た
。
本
書
の
刊
行
年
に
も
関
わ
る
が
、制
作
時
期
が
寛
政
十
一
、十
二
年
中
で
あ
っ

た
と
す
る
と
こ
の
挿
絵
の
役
者
は
荒
五
郎
を
描
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

【
挿
絵
19
】

図24　豊国画、  寛政十二年閏四月桐座上演
「男券盟立願」

（立命館大学ARC蔵、arcUY0258）

図23　豊国画、享和元年刊『俳優三階興』
（大英博物館蔵、 ©Trustees of the British 

Museum）
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（
下
巻
六
ウ
・
七
オ
）【
挿
絵
20
】

　

こ
の
役
者
も
若
衆
で
描
か
れ
る
が
、
似
顔
は
二
代
目
中
村
野
塩
で
あ
る
。
参
考
図

図
25
は
寛
政
十
一
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
野
塩
の
似
顔
は
目
が
細
く
口

が
小
さ
い
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
女
形
を
若
衆
姿
で
描
く
こ
と
を
踏
ま
え
、
野
塩

と
し
た
。
野
塩
は
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
は
じ
め
に
上
方
に
戻
り
、
そ
の
ま
ま

三
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

（
下
巻
七
ウ
・
八
オ
）【
挿
絵
21
】

　

最
後
を
飾
る
役
者
は
、
四
代
目
岩
井
半
四
郎
で
あ
る
。
前
掲
の
図
13
に
素
顔
で
描

か
れ
た
事
例
を
の
せ
て
い
る
。
二
重
顎
や
、
は
っ
き
り
と
し
た
二
重
、
顔
の
輪
郭
に

明
ら
か
な
特
徴
が
あ
り
、
半
四
郎
で
間
違
い
な
い
。
半
四
郎
は
奇
し
く
も
野
塩
と
同

じ
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
三
月
同
日
に
没
し
、
歌
舞
伎
界
は
女
形
の
大
立
者
を

一
度
に
亡
く
し
た
こ
と
に
な
る
。

【
挿
絵
20
】

図25　豊国画、寛政十一年頃（早稲田大学演劇博物館蔵、
201-5671）
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三

　

以
上
の
考
証
結
果
を
も
と
に
し
て
、
役
者
の
出
勤
状
況
、
没
年
な
ど
を
ふ
ま
え
た

上
で
『
恋
の
楽
室
』
の
刊
行
年
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
察
し
た
い
。
掲
載
役
者
の

一
覧
を
纏
め
る
と
次
に
あ
げ
た
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
初
代
豊
国
が
手
が
け
た

役
者
絵
本
の
登
場
回
数
に
つ
い
て
も
同
じ
表
に
記
し
た
。
比
較
の
対
象
と
な
る
役
者

絵
本
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

〔
１
〕 

寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
刊
『
俳
優
楽
室
通
』（
式
亭
三
馬
作
、
版
元
・
上

総
屋
忠
助
）

〔
２
〕 

寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
刊
『
戯
子
名
所
図
会
』（
滝
沢
馬
琴
作
、
版
元
・

鶴
屋
喜
右
衛
門
、
八
文
字
屋
八
左
衛
門
）

〔
３
〕 

享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
刊
『
俳
優
三
階
興
』（
式
亭
三
馬
作
、
版
元
・
万
屋

太
次
右
衛
門
、
西
宮
新
六
）

〔
４
〕 

享
和
二
（
一
八
〇
一
）
年
刊
『
戯
子
卅
二
相
』（
滝
沢
馬
琴
作
、
版
元
西
宮
新

六
（
（2
（

、
蔦
屋
重
三
郎
）

〔
５
〕 

享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
刊
『
戯
場
訓
蒙
図
彙
』（
式
亭
三
馬
作
、
版
元
・
万

屋
太
次
右
衛
門
、
西
宮
新
六
）

〔
６
〕 

享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
刊
『
役
者
此
手
嘉
志
和
』（
烏
亭
焉
馬
作
、
版
元
・

丸
屋
甚
八
）

〔
７
〕 

享
和
四
（
一
八
〇
四
年
）
刊
『
役
者
相
貌
鏡
』（
浅
草
庵
市
人
編
、
版
元
・
山

田
屋
三
四
郎
）

　

ま
ず
、
本
書
刊
行
の
上
限
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
歌
麿
と
の
コ

ン
ビ
で
好
亭
が
春
本
を
積
極
的
に
制
作
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま

た
、
豊
国
を
筆
頭
に
歌
川
派
の
絵
師
が
役
者
似
顔
を
描
い
て
い
っ
た
の
は
寛
政
三
、

【
挿
絵
21
】
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四
年
あ
た
り
か
ら
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
て
（
（2
（

、
寛
政
五
年
の
西
村
屋
か
ら
で
た
三

枚
続
き
の
劇
場
図
に
は
特
徴
の
あ
る
役
者
の
似
顔
が
描
か
れ
る
が
、
特
に
寛
政
六

（
一
七
九
五
）
年
の
和
泉
屋
市
兵
衛
か
ら
出
し
た
「
役
者
舞
台
之
姿
絵
」
で
役
者
似

顔
絵
師
と
し
て
の
高
い
評
判
を
得
た
と
こ
ろ
に
分
岐
点
が
あ
っ
た
。そ
れ
以
前
に『
恋

の
楽
室
』
が
出
さ
れ
た
と
は
似
顔
の
描
き
方
を
み
て
も
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
掲
載

役
者
の
中
で
は
⑰
の
市
川
友
蔵
は
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
に
江
戸
に
下
っ
て
き
て

い
る
。
以
上
に
あ
わ
せ
て
前
述
し
た
よ
う
に
序
文
の
「
号
て
恋
の
楽
室
と
呼
ぶ
。
即

外
題
は
此
書
の
謎
解
け
て
」
と
い
う
の
は
豊
国
に
と
っ
て
の
役
者
絵
本
の
初
作
で
あ

る
『
俳
優
楽
室
通
』
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
降
役
者
絵
本
が
次
々
だ
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、『
楽
室
通
』
の
評
判
か
ら
春
本
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え

得
る
。
よ
っ
て
、
本
書
の
刊
行
は
寛
政
十
一
年
中
、
ま
た
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
と
し

て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
下
限
で
あ
る
が
、
表
1
を
見
る
と
役
者
絵
本
に
お
け
る
役
者
の
掲
載
頻
度

は
そ
の
役
者
が
江
戸
で
活
躍
し
た
時
期
と
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。
寛
政
末
に
没
し
た
、
六
代
目
市
川
團
十
郎
、
三
代
目
沢
村
宗
十
郎
、
二
代
目

中
村
野
塩
、
四
代
目
岩
井
半
四
郎
は
没
後
役
者
絵
本
に
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
松
本

米
三
郎
も
上
方
へ
行
っ
て
い
た
時
期
は
登
場
し
て
い
な
い
。
没
後
の
役
者
を
懐
古
的

に
描
く
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
特
に
春
本
と
し
て
出
す
場
合
に
、
没
後
、
時
が

た
っ
た
役
者
を
描
く
の
は
稀
で
あ
ろ
う
。
寛
政
十
二
年
中
に
亡
く
な
っ
た
半
四
郎
で

あ
る
が
『
恋
の
楽
室
』【
挿
絵
21
】
の
似
顔
は
確
実
に
半
四
郎
で
あ
り
、
ま
た
享
和

元
（
一
八
〇
一
）
年
刊
の
『
俳
優
三
階
興
』
以
降
役
者
絵
本
に
は
登
場
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
掲
載
役
者
の
中
に
は
寛
政
十
一
年
に
江
戸
に
下
っ
た
二
代
目
嵐
雛
助
が
描

か
れ
て
い
な
い
。
雛
助
は
寛
政
十
二
年
の
蔦
屋
の
役
者
日
常
図
の
シ
リ
ー
ズ
に
も
登

場
し
て
お
り
、
寛
政
十
二
年
刊
の
『
戯
子
名
所
図
会
』
に
も
登
場
す
る
の
で
『
恋
の

楽
室
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
雛
助
江
戸
下
り
以
前

の
刊
行
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
寛
政
十
二
年
の
顔
見
世
で
立

役
に
あ
が
っ
た
初
代
沢
村
源
之
助
も
出
て
い
な
い
。
源
之
助
は『
俳
優
楽
室
通
』、『
戯

子
名
所
図
会
』、『
役
者
三
階
興
』に
は
登
場
し
て
お
ら
ず
、似
顔
が
描
か
れ
る
の
は『
戯

子
卅
二
相
』
か
ら
と
な
る
。
ま
た
、
役
者
絵
に
は
寛
政
十
二
年
の
役
者
の
雨
宿
り
図
（
（2
（

に
描
か
れ
る
が
立
役
に
あ
が
る
以
前
の
作
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
本
書
の
刊
行
時
期
は
『
俳
優
楽
室
通
』
以
降

で
あ
り
、
半
四
郎
、
野
塩
が
没
す
る
寛
政
十
二
年
か
ら
以
前
か
直
後
、
さ
ら
に
寛
政

十
一
年
十
一
月
に
雛
助
が
江
戸
に
下
る
以
前
の
刊
行
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

　
　
　
四

　

次
に
、
春
本
の
似
顔
と
役
者
の
日
常
図
と
の
関
係
と
を
考
え
て
み
た
い
。
寛
政
期

の
初
代
豊
国
の
役
者
日
常
図
の
作
例
は
意
外
に
少
な
い
。
鈴
木
重
三
氏
（
（2
（

は
初
代
豊
国

の
似
顔
の
習
作
期
に
つ
い
て
黄
表
紙
の
作
例
を
あ
げ
て
紹
介
し
て
お
り
、
寛
政
五

（
一
七
九
三
）
年
の
『
天
狗
礫
鼻
江
戸
子
』
に
市
川
家
の
役
者
の
素
顔
を
描
い
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
作
者
は
烏
亭
焉
馬
で
あ
る
が
、
焉
馬
と
團
十
郎
は
三
升

連
を
通
じ
て
非
常
に
懇
意
な
仲
で
あ
っ
て
、
両
者
の
近
し
い
関
係
の
う
ち
に
豊
国
に

素
顔
を
描
か
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
團
十
郎
家
以
外
の
名
題
役
者
は

素
顔
で
描
か
れ
て
お
ら
ず
特
別
な
企
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　

ま
た
一
枚
絵
で
は
和
泉
屋
市
兵
衛
か
ら
だ
さ
れ
て
い
る
「
風
流
五
節
句
遊
」
図
26

が
あ
り
、
お
そ
ら
く
五
枚
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
で

は
図
26
の
菊
之
丞
の
他
四
代
目
半
四
郎
を
描
い
た
の
も
の
（
（3
（

が
あ
る
。
刊
行
年
に
つ
い

て
少
な
く
と
も
半
四
郎
が
没
す
る
寛
政
十
二
年
以
前
で
、
落
款
か
ら
寛
政
六
～
七
年

頃
か
と
思
わ
れ
る
。
初
代
豊
国
は
寛
政
三
年
頃
か
ら
和
泉
屋
を
後
ろ
盾
と
し
て
美
人

画
の
制
作
を
は
じ
め
、
六
年
に
同
版
元
か
ら
「
役
者
舞
台
之
姿
絵
」
シ
リ
ー
ズ
を
出

し
て
い
る
。
和
泉
屋
が
美
人
画
の
新
機
軸
と
し
て
役
者
似
顔
に
着
手
し
は
じ
め
た
豊
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表
１

役
者
名

『
俳
優
楽
室
通
』（1799

）
『
戯
子
名
所
図
会
』（1800

）
『
俳
優
三
階
興
』（1801

）
『
戯
子
卅
二
相
』（1802

）
『
戯
場
訓
蒙
図
彙
』（1803

）
『
役
者
此
手
嘉
志
和
』（1803

）
『
俳
優
相
貌
鏡
』（1804

）

備
考

① 
三
代
目
瀬
川
菊
之
丞

○

○

○

○

○

○

○

② 

三
代
目
市
川
八
百
蔵

○

○

○

○

○

○

○

③ 

初
代
市
川
男
女
蔵

○

○

○

○

○

○

○

④ 

六
代
目
市
川
團
十
郎

○

×

×

×

×

×

×

一
七
九
九
年
没

⑤ 

初
代
大
谷
徳
次 

○

○

○

○

○

○

○

⑥ 

初
代
嵐
三
八

○

○

○

○

○

○

○

⑦ 

三
代
目
坂
東
彦
三
郎

○

○

○

○

○

○

○

⑧ 

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎

○

○

○

○

○

○

○

⑨ 

三
代
目
市
川
高
麗
蔵

○

○

○

○

○

○

○

⑩ 

二
代
目
荻
野
伊
三
郎

○

○

○

○

○

○

○

⑪ 

初
代
尾
上
松
助

○

○

○

○

○

○

○

⑫ 

初
代
坂
東
善
次

○

○

○

×

○

×

○

⑬ 

初
代
松
本
米
三
郎

○

○

○

×

○

×

×

一
八
〇
一
～
三
ま
で
上
方

⑭ 

二
代
目
瀬
川
菊
三
郎

○

○

○

○

○

○

○

⑮ 

二
代
目
岩
井
喜
代
太
郎

○

○

○

○

○

○

○

⑯ 

初
代
岩
井
粂
三
郎

○

○

○

○

○

○

○

⑰ 

二
代
目
市
川
友
蔵

○

○

○

○

○

×

○

一
七
九
八
年
江
戸
下
り

⑱ 

二
代
目
小
佐
川
常
世

○

○

○

○

○

○

○

⑲ 

三
代
目
沢
村
宗
十
郎

○

○

○

○

×

×

×

一
八
〇
一
年
没

⑲ 

初
代
市
川
荒
五
郎

○

○

○

○

○

○

○

⑳ 

二
代
目
中
村
野
塩

○

○

○

×

×

×

×

一
八
〇
〇
年
没

㉑ 

四
代
目
岩
井
半
四
郎

○

○

○

×

×

×

×

一
八
〇
〇
年
没
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国
に
書
か
せ
た
シ
リ
ー
ズ
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　　

そ
の
後
初
代
豊
国
が
一
枚
絵
で
日
常
図
を
描
く
作
例
は
、
前
掲
に
あ
げ
た
寛
政

十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
の
蔦
屋
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
は
改
印
が
あ
り
、

寛
政
十
二
年
正
月
の
刊
行
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
右
に
あ
げ
た
図
3
、

図
4
、
図
9
、
図
13
、
図
18
以
外
で
は
團
十
郎
と
雛
助
、
高
麗
蔵
と
七
代
目
團
十
郎

を
描
く
も
の
が
あ
る
。
特
に
寛
政
十
二
年
以
降
、
初
代
豊
国
の
役
者
絵
も
し
く
は
役

者
日
常
図
の
制
作
は
一
枚
絵
で
活
発
に
な
っ
て
い
く
。
日
常
図
で
は
な
く
役
者
見
立

て
の
趣
向
で
あ
る
が
同
年
に
役
者
雨
宿
り
図
、
同
じ
趣
向
で
渡
し
船
の
構
図
を
用
い

て
三
枚
続
き
に
複
数
の
役
者
似
顔
を
描
き
わ
け
る
と
い
う
構
図
に
挑
ん
で
い
る
（
（2
（

。
そ

の
後
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
頃
は
前
掲
の
和
泉
屋
（
（3
（

か
ら
だ
さ
れ
た
役
者
日
常
図
の

シ
リ
ー
ズ
「
夏
の
富
士
美
人
合
」
を
出
し
て
い
る
。
以
上
の
流
れ
は
寛
政
十
一
年
刊

の
役
者
絵
本
『
俳
優
楽
室
通
』
以
降
次
々
役
者
絵
本
を
出
し
て
い
る
こ
と
と
も
呼
応

し
て
お
り
、『
俳
優
楽
室
通
』
の
刊
行
が
役
者
似
顔
絵
師
と
し
て
の
豊
国
の
評
判
を

固
め
た
一
つ
の
転
機
と
な
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、『
俳
優
楽
室
通
』
で
共
に
似
顔
を
描
い
た
門
人
の
国
政
で
あ
る
が
、
師
弟

関
係
で
あ
り
な
が
ら
歌
川
派
の
役
者
絵
本
の
初
作
で
あ
る
『
俳
優
楽
室
通
』
を
師

匠
と
同
じ
数
の
十
八
図
を
き
っ
ち
り
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、『
増
補
浮
世
絵
類

考
』（

（（
（

に
あ
る
よ
う
に
「
師
豊
国
も
是
に
及
ざ
り
し
か
ば
豊
国
の
画
る
似
顔
画
を
見
て

世
人
豊
国
は
国
政
が
門
人
な
ら
ん
と
云
し
と
ぞ
」
と
い
わ
し
め
た
と
こ
ろ
は
あ
る
。

国
政
に
は
寛
政
期
と
思
わ
れ
る
役
者
の
日
常
図
の
作
例
が
数
点
残
っ
て
い
る
（
（（
（

。
特
に

寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
の
六
代
目
市
川
團
十
郎
の
死
に
際
し
て
描
い
た
死
絵
の

作
例
は
豊
国
を
上
回
っ
て
い
る
。
国
政
の
浮
世
絵
制
作
時
期
は
寛
政
七
年
頃
か
ら
で

あ
っ
て
、
早
い
時
期
に
死
絵
や
日
常
図
を
描
い
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
が
、

『
俳
優
楽
室
通
』
以
降
、
役
者
絵
本
の
出
版
は
初
代
豊
国
が
独
占
し
、
前
述
の
よ
う

に
日
常
図
の
シ
リ
ー
ズ
を
積
極
的
に
出
し
て
お
り
、
享
和
以
降
国
政
の
役
者
絵
制
作

が
次
第
に
衰
え
て
い
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
豊
国
の
制
作
は
さ
ら
に
伸
び
て
い
く
。

初
代
豊
国
の
役
者
似
顔
絵
師
と
し
て
の
評
価
は
こ
こ
に
お
い
て
弟
子
の
国
政
を
凌
駕

し
た
も
の
と
み
え
る
。

　

以
上
の
背
景
か
ら
『
恋
の
楽
室
』
の
刊
行
時
期
は
『
俳
優
楽
室
通
』
以
降
、
そ
し

て
寛
政
十
二
年
に
役
者
日
常
図
の
シ
リ
ー
ズ
を
出
す
ま
で
の
間
『
俳
優
楽
室
通
』
の

評
判
を
受
け
て
三
馬
と
豊
国
と
が
企
画
し
た
春
本
で
は
な
か
っ
た
か
。
寛
政
十
一
年

中
の
刊
行
（
（3
（

で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
六
代
目
團
十
郎
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
二
代
目

嵐
雛
助
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
の
説
明
が
つ
く
。そ
し
て
絵
師
は
国
政
で
は
な
く
、

図26　豊国画、寛政六～七年頃「風流五節句遊」五月
（大英博物館蔵、 ©Trustees of the British Museum）
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戯
作
を
通
じ
て
三
馬
と
親
し
か
っ
た
初
代
豊
国
で
間
違
い
な
い
。

　

さ
ら
に
以
上
の
状
況
は
、先
に
で
た
役
者
似
顔
春
本
の
春
章
、重
政
画
『
姿
名
鏡
』

の
出
版
背
景
と
一
致
し
て
い
る
。
春
章
も
文
調
と
合
作
の
役
者
絵
本『
絵
本
舞
台
扇
』

が
評
判
と
な
り
、そ
れ
を
受
け
て『
姿
名
鏡
』が
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
春
章
は『
姿

名
鏡
』
以
前
に
役
者
の
素
顔
日
常
図
を
描
い
た
事
例
は
な
く
、
春
本
に
て
初
め
て
素

顔
の
似
顔
を
描
く
。
そ
れ
が
、
後
に
一
枚
絵
の
日
常
図
や
役
者
の
素
顔
を
描
い
た
役

者
絵
本
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
刊
『
役
者
夏
の
富
士
』
の
執
筆
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
流
れ
は
、『
恋
の
楽
室
』
の
場
合
と
同
様
だ
と
い
え
る
。
前
期
の
役
者
似
顔
春
本

を
対
象
に
み
た
場
合
、
役
者
似
顔
の
先
駆
者
で
あ
る
勝
川
派
の
春
章
と
、
十
九
世
紀

の
出
版
界
に
お
い
て
役
者
似
顔
制
作
を
席
捲
す
る
歌
川
派
の
評
判
を
固
め
た
初
代
豊

国
が
、
と
も
に
習
作
期
に
あ
っ
て
同
じ
趣
向
の
役
者
似
顔
春
本
を
て
が
け
た
と
い
う

の
は
、
役
者
似
顔
の
歴
史
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
特
筆
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

役
者
絵
本
と
役
者
似
顔
春
本
と
の
関
連
を
み
て
い
く
と
、
浮
世
絵
師
に
と
っ
て
役

者
似
顔
を
描
く
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
特
に
役
者

の
素
顔
を
描
く
、
も
し
く
は
描
け
る
と
い
う
こ
と
は
絵
師
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
っ
た
の
か
。
春
章
と
豊
国
で
い
え
ば
、
役
者
絵
本
の
刊
行
が
役
者
似
顔
絵
師

と
し
て
の
転
換
点
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
素
顔
を
描
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、
役
者

絵
本
の
出
版
に
あ
わ
せ
て
制
作
さ
れ
た
役
者
似
顔
春
本
は
そ
の
後
の
役
者
日
常
図
制

作
が
活
発
に
な
る
時
期
に
至
る
ま
で
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

役
者
似
顔
を
春
本
に
用
い
る
例
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
（
（3
（

。
春
本
だ
け
で
な
く
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
当
代
の
役
者
似
顔
を
描
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
役
者
自

身
を
含
む
劇
界
の
協
力
が
背
景
に
あ
っ
て
こ
そ
の
制
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
の
中
で
春
本
に
役
者
似
顔
を
描
く
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
許
さ
れ
た
か
に
つ
い
て

は
解
明
を
得
る
の
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
残
存
数
の
少
な
さ
が
容
易
に
出
版
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
役
者
の
素
顔

を
描
く
こ
と
に
対
し
て
絵
師
は
慎
重
で
あ
っ
た
。『
姿
名
鏡
』『
恋
の
楽
室
』
い
づ
れ

も
役
者
絵
本
の
好
評
に
乗
じ
て
新
趣
向
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
役
者
似

顔
絵
本
を
描
き
、
ま
た
そ
の
企
画
が
成
功
し
た
こ
と
を
受
け
て
そ
こ
で
自
信
を
つ
け

た
絵
師
が
、
春
本
の
役
者
似
顔
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
自
身
の
画
力
を
確
か
め
る
一
つ

の
指
針
と
な
る
。『
姿
名
鏡
』『
恋
の
楽
室
』
の
両
作
は
、
作
品
の
質
そ
の
も
の
に
関

し
て
い
え
ば
秀
作
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
役
者
の
素
顔
を
描
き
表
す
こ

と
を
強
調
す
る
役
者
似
顔
春
本
を
描
い
た
こ
と
が
絵
師
の
表
現
の
幅
を
広
げ
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
絵
師
の
苦
心
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
興

味
深
い
事
例
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

［
付
記
］

　

本
論
は
、
春
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
立
命
館
大
学
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
、
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
資
料
の
閲
覧
、
掲
載
を
許
可
い
た
だ
い
た
諸
機

関
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
ま
た
、
役
者
似
顔
の
考
証
に
あ
た
っ
て
は
岩
田
和
夫
氏
に
ご
助
言

賜
っ
た
。
ま
た
匿
名
の
査
読
者
に
は
内
容
や
言
葉
遣
い
の
不
備
に
関
し
て
細
か
く
指
摘
し
て
い
た

だ
き
、
両
者
の
ご
高
配
に
深
謝
申
し
あ
げ
る
。

〔
注
釈
〕

（
1
） 

石
上
阿
希
「
大
英
博
物
館
特
別
展
『Shunga: Sex and Pleasure in Japanese art 

春
画
―
日
本

美
術
に
お
け
る
性
と
た
の
し
み
』
開
催
と
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（「
浮
世
絵
芸
術
」
一
六
七
号
、

二
〇
一
四
年
一
月
）、
石
上
阿
希
「
春
画
を
展
示
す
る
こ
と
」（「
リ
ポ
ー
ト
笠
間
」
五
十
五

号
、二
〇
一
三
年
十
二
月
）、木
下
直
之
「
大
英
博
物
館
春
画
展
報
告
」（「
春
画
展
示
研
究
会
」

於
東
京
大
学
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）、
石
上
阿
希
「
大
英
博
物
館
春
画
展
へ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
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ン 

―
日
本
開
催
困
難
は
〝
奇
妙
〟
な
こ
と
な
の
か
？
」（「
春
画
展
示
研
究
会
」
於
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
な
ど
。

（
2
） Ryoko M

atsuba

「K
abuki actors in erotic books (shunpon)

」, 『T
he Japan R

eview
 special issue 

'Shunga: Sex and H
um

our in Japanese A
rt and Literature

』（T
he International R

esearch 

C
enter for Japanese Studies

）, pp.67-89, 2013. 9

（
3
） 

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://w

w
w.dh-jac.

net/db1/books/search_portal.php

）
か
ら
資
料
番
号
（Ebi1241

、Ebi1260

、Ebi1373

）
と
し

て
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

林
美
一
「
豊
国
と
政
演
の
若
描
き
秘
版
」（
雑
誌
『
季
刊
浮
世
絵
』
60
号
、
一
九
七
五
年
）。

（
5
） 

白
倉
敬
彦
『
絵
入
春
画
艶
本
目
録
』（
平
凡
社
、
東
京
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
四
頁
。

（
6
） 

林
美
一
「
豊
国
と
政
演
の
若
描
き
秘
版
」（
雑
誌
『
季
刊
浮
世
絵
』
60
号
、
一
九
七
五
年
。

（
7
） 

白
倉
敬
彦
『
絵
入
春
画
艶
本
目
録
』
に
は
寛
政
初
年
の
春
潮
画
『
会
本
か
ん
た
ん
枕
』、『
好

色
十
二
通
会
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
8
） 

原
本
未
見
。
林
美
一『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

喜
多
川
歌
麿　

正
』（
河
出
書
房
、一
九
九
〇
年
）

一
四
二
～
一
四
九
頁
に
紹
介
。

（
9
） 

国
内
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
。

（
10
） 

日
文
研
蔵
本
、
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
。
享
和
二
年
頃
刊
『
会
本
比
女
發
思
妻
』
は
本
書
の

改
題
再
摺
本
（
林
氏
解
説
）
と
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
下
巻
が
あ
る
と
あ
る
が
、
原
本

未
見
。

（
11
） 

個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
。

（
12
） 

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
、
原
本
未
見
。
林
美
一
『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

喜
多
川
歌
麿　

正
』（
河

出
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
一
四
九
～
一
五
三
頁
に
紹
介
。

（
13
） 

大
英
博
物
館
、Ebi

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
日
文
研
に
所
蔵
あ
り
。

（
14
） 

林
美
一
『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

喜
多
川
歌
麿　

正
』（
河
出
書
房
、一
九
九
〇
年
）
一
二
五
頁
。

の
解
説
に
拠
る
。
日
文
研
蔵
本
に
は
序
文
な
し
。

（
15
） 

好
亭
の
署
名
な
し
。
小
林
忠
、白
倉
敬
彦
編『
春
画
と
肉
筆
浮
世
絵
』（
洋
泉
者
、二
〇
〇
六
年
）

に
紹
介
。
筆
跡
か
ら
好
亭
と
し
て
い
る
。
日
文
研
、
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
伝
本
あ
り
。

（
16
） 

林
氏
解
説
に
よ
る
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
頃
『
会
本
妃
多
智
男
比
』
の
改
刻
本
。『
妃
多
智

男
比
』
に
は
好
亭
の
序
文
は
な
く
、
改
竄
時
に
付
さ
れ
た
。

（
17
） 

林
美
一
『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

喜
多
川
歌
麿　

正
』（
河
出
書
房
、一
九
九
〇
年
）
一
五
三
頁
。

（
18
） 

同
時
期
に
「
芝
」
と
し
て
関
連
が
あ
る
の
は
寛
政
四
年
に
没
し
た
芝
全
交
が
あ
る
。
三
馬
自

身
寛
政
十
一
年
刊
行
の
作
に
全
交
の
遺
言
に
よ
っ
て
自
身
が
二
代
目
を
名
乗
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
事
情
を
述
べ
て
い
る
が
、
結
局
襲
名
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
も
や

推
測
に
す
ぎ
な
い
が
も
し
芝
に
関
連
す
る
の
で
あ
れ
ば
二
代
目
全
交
を
期
待
さ
れ
た
三
馬
自

身
を
示
唆
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
か
。

（
19
） 『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
中
村
幸
彦
氏
解
説
に
寛
政
年
間
刊

の
『
部
屋
三
味
線
』
で
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
20
） Ebi

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
。

（
21
） 

林
美
一
『
江
戸
枕
絵
師
集
成　

喜
多
川
歌
麿　

正
』（
河
出
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
九
一
～

九
二
頁
。

（
22
） 

渋
井
清
『
ウ
キ
ヨ
エ
内
史
』（
大
鳳
閣
書
房
、
一
九
三
四
年
）。

（
23
） 

中
村
幸
彦
「
人
情
本
と
中
本
型
読
本
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
五
巻
、
中
央
公
論
社
、

一
九
八
二
年
）。

（
24
） 

岩
田
和
夫
氏
か
ら
は
、
沢
村
東
蔵
も
し
く
は
坂
田
熊
十
郎
の
似
顔
の
可
能
性
も
あ
る
と
ご
教

示
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
25
） 『
秘
蔵
浮
世
絵
大
観　

7　

ギ
メ
美
術
館
II
』
解
説
二
三
九
頁
。

（
26
） 

棚
橋
正
博
氏
は
翫
月
堂
を
堀
野
屋
甚
兵
衛
と
し
て
い
る
が
（『
式
亭
三
馬
集
』〈
国
書
刊
行
会
、

一
九
九
二
年
〉三
七
〇
頁
）翫
月
堂
は
西
宮
新
六
の
堂
号
で
あ
り
、
三
馬
は『
役
者
三
階
興
』
を

西
宮
か
ら
刊
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
翫
月
堂
は
西
宮
新
六
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

（
27
） 

鈴
木
重
三
「
総
説
・
歌
川
の
流
れ
」（『
浮
世
絵
大
系　

9
』、集
英
社
、一
九
七
五
年
）
に
拠
る
。

（
28
） 

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
子
役
の
時
の
源
之
助
を
描
い
た
作
例
が
あ
る
。
雨
宿
り
図
は
大
英
博
物

館
に
所
蔵
が
あ
り
（
参
考
・「
浮
世
絵 「
雨
宿
り
図
」
考
」、『
浮
世
絵
芸
術
』
百
号
、
平
成
三

〈
一
九
九
一
〉年
）、
同
趣
向
で
渡
し
舟
の
図
が
ジ
ェ
ノ
バ
東
洋
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
29
） 

鈴
木
重
三
「
総
説
・
歌
川
の
流
れ
」（『
浮
世
絵
大
系　

9
』、
集
英
社
、
一
九
七
五
年
）。

（
30
） 

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
。

（
31
） 

ラ
イ
デ
ン
民
族
博
物
館
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
歴
史
博
物
館
所
蔵
作
品
の
一
図
（
五
代
目
松

本
幸
四
郎
）
に
未
詳
版
元
（
版
元
印
は
長
方
形
の
枠
に
○
に
文
、
司
馬
）
の
印
が
あ
る
。

（
32
） 

天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
刊
。
斎
藤
月
岑
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
。『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二

期
六
巻
（
日
本
隨
筆
大
成
刊
行
社
、
一
九
二
八
年
）
に
よ
る
。

（
33
） 
ロ
ジ
ャ
ー
・
キ
ー
ズ
「
歌
川
国
政
に
つ
い
て
」（「
歌
川
国
政
作
品
目
録
」 『
浮
世
絵
聚
花　

9 
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館 

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
美
術
館
』 小
学
館
、
一
九
八
一
年
）に
図
版
掲
載
。

（
34
） 

寛
政
十
一
年
の
正
月
、
黄
表
紙
『
侠
太
平
記
向
鉢
巻
』
の
刊
行
後
、
火
消
し
の
騒
動
を
茶
化
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し
た
恨
み
を
受
け
て
、
版
元
の
西
宮
新
六
は
打
ち
壊
し
に
あ
い
、
作
者
で
あ
る
三
馬
は
厳
し

い
処
罰
を
受
け
た
。
本
件
に
つ
い
て
は
『
寛
政
紀
聞
』
ま
た
『
戯
作
六
家
撰
』
が
伝
え
て
お

り
、
馬
琴
も
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
で
触
れ
て
い
る
。
翌
年
の
寛
政
十
二
年
に
三

馬
の
新
作
は
な
く
そ
の
中
で
三
馬
が
春
本
制
作
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
は
疑
問

が
残
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
寛
政
末
頃
の
歌
麿
の
春
本
に
好
亭
の
序
文
が
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
必
ず
し
も
制
作
に
関
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

（
35
） 

前
掲
（
注
2
）
の
「K

abuki actors in erotic books (shunpon)

」、
に
予
定
稿
で
あ
る
が
一
覧
を

載
せ
た
。

*

1 
Yakusya konote gashiw

a 

役
者
此
手
嘉
志
和, 1803, illustrated

by U
tagaw

a Toyokuni. Freer G
allery of A

rt, Sm
ithsonian Institution, W

ashington, D
.C

.: 

Purchase—
T

he G
erhard Pulverer C

ollection, M
useum

 funds, Friends of the Freer and Sackler 

G
alleries and the H

arold P. Stern M
em

orial fund in appreciation of Jeffrey P. C
unard and 

his exem
plary service to the G

alleries as chair of the Board of Trustees (2003–2007), FSC
-

G
R

-780.744.1.

*

2 
Les acteurs iw

aï hanshiro IV
 et O

noe M
atsusuke I

U
tagaw

a Toyokuni I (1769-1825) 

C
O

T
E C

LIC
H

É 90-006048

 N
° D

'IN
V

EN
TA

IR
E EO

276

 
 

役
者
絵
本
と
役
者
似
顔
春
本
―
初
代
豊
国
画
『
会
本
恋
の
楽
室
』
を
中
心
に
―

(33)


